
個体ずつ，マイマイガはダケカンバ，ウダイカンバでそ

れぞれ 1 個体ずつ実験者の不注意により死亡した。シャ

ーレのサイズは幼虫のサイズを考慮し，ハンノキハムシ

では直径 90mm，深さ 20mm であり，マイマイガでは直

径 150mm，深さ 20mmである。餌として用いた葉は当年

枝の先端から数えて 3~5 枚目の完全展開葉である。シャ

ーレ内には乾燥を防ぐために湿らした脱脂綿を置いた。

ハンノキハムシについては予備実験の結果から，蛹化が

近いと思われるサイズに達する個体が現れた時点で，市

販の園芸用腐葉土を約10mmの深さで敷いた直径150mm
深さ 20mm のプラスチックシャーレに移した。

飼育実験後，それぞれの実験昆虫の生残率（%）（蛹に

なるまでの生残個体数/飼育個体数×100）を餌とした樹

種ごとに算出した。このとき，前述の不注意により死亡

した個体は飼育個体数に含めなかった。

結果 

ハンノキハムシの生残率はケヤマハンノキ，ダケカン

バ，シラカンバで高く，ウダイカンバで低い傾向が見ら

れた。ミズナラ，イタヤカエデを餌とした場合には蛹ま

で成長したものはなかった（図－2）。ミズナラを餌とし

た個体の一部には摂食行動が見られたが，イタヤカエデ

を餌とした個体には摂食行動はみられなかった。 

マイマイガの生残率はダケカンバとシラカンバで高く，

ウダイカンバで中程度，ミズナラで低い傾向が見られた。

ケヤマハンノキとイタヤカエデでは摂食行動は見られた

が，蛹まで成長した個体はなかった（図－3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 マイマイガの生残率 

 

考察 

 まず，それぞれの昆虫の樹種ごとの生残率について考察す

る。ハンノキハムシの実験結果は，カバノキ科樹木で蛹まで

成長可能であり，その他の樹種では系統的にカバノキ科に

近いミズナラが比較的餌として適していた。このことから，ハ

ンノキハムシが餌とできる樹木は樹種の系統関係と対応する

可能性が示唆され，カバノキ科樹木との共進化が推測される。

マイマイガの生残はケヤマハンノキで良好（4），イタヤカエデ

でやや不良であるが，蛹までの成長は可能であること（6）が
先行研究では報告されており，今回の実験結果はこれらと一

致しない。餌として与えたケヤマハンノキは野外におい

てハンノキハムシの食害を毎年受けていた。このことか

ら餌として用いたケヤマハンノキには食害に対抗して被

食防衛能を向上させる誘導防御が生じていたと考えられ

る。これに対して，広食者であるマイマイガは被食防衛

能の向上に対する耐性が低いと考えられるため，かつて

は餌として利用したケヤマハンノキを餌にできなくなっ

たと推察した。カエデ類のマイマイガの生残率は，実験開

始時期が遅くなるほど低下すると報告されており（8），イタヤ

カエデを餌としたマイマイガが生残しなかったのは，遅い時

期に実験を始めたことが原因であると推測される。 

 ハンノキハムシの生残率はケヤマハンノキを餌とした

場合にマイマイガとの大きな違いがみられた。ハンノキ

ハムシは狭食者であることにより，広食者マイマイガに

比べ被食防衛能の向上に対して耐性があると考えられる。 

次に，ケヤマハンノキとハンノキハムシの生活史の関

係について考察する。ケヤマハンノキは順次開葉型の樹

木であり，春先の個葉面積は夏の葉の約 1/10 の面積しか

無く，寿命も 40~90 日と短い（2）。このことから，ハン

ノキハムシの幼虫の初夏での出現は春先には餌が得にく

いことによると推察した。 

以上から，狭食者であるハンノキハムシは被食防衛能

が向上した餌を利用でき，量の少ない餌は条件が悪いた

め，春先は卵で過ごすという生活史を持つと推察した。 
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